
２０１２年年度度  全⽇日本学⽣生ロードレース・カップ・シリーズ第９戦  
箱根 TOYO  TIRES  ターンパイク・ヒルクライム・ラウンド  

⼤大会実施要項（20121127b 版）  
  
主   催      ⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟  
共   催      「ヒルクライムチャレンジシリーズ２０１２」     
協   ⼒力力      ヒルクライムチャレンジシリーズ本部  
  
⼤大会⽇日程  

   ２０１２年年１２⽉月２⽇日(⽇日)  
   ０９：００〜～０９：１５   チーム代表者会議（早川料料⾦金金所横   ⼭山根公園）  
   ０９：００〜～０９：４５   選⼿手受付・ゼッケン配布（早川料料⾦金金所横   ⼭山根公園）  
   ０９：４５〜～１０：３０   バイクチェック・出⾛走サイン（早川料料⾦金金所横   ⼭山根公園）  
   １０：３０〜～１０：４０   輸送荷物預かり（スタート地点）  
   １０：４５      スタート・セレモニー（スタート地点）  
   １１：００      スタート  
   １２：３０      表彰式（⼤大観⼭山ビューラウンジ２階）  
   １３：４５（予定）   下⼭山開始（先導⾞車車に追⾛走）  

会   場      神奈奈川県⼩小⽥田原市   箱根 TOYO  TIRES  ターンパイク  
登坂距離離      １３．８km      標⾼高差９８１m   平均斜度度７．１％  
⼤大会主旨   本⼤大会は、全⽇日本学⽣生ロードレースカップシリーズ第９戦の優勝者のヒルクライム優勝者を

決めるとともに、学⽣生ならびに開催地における⾃自転⾞車車競技⽔水準の向上、スポーツ⽂文化の振興
に寄与することを⽬目的とする。  

  
競技種⽬目   ヒルクライム・ロードレース  
  
参加資格   当年年度度に有効な⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟加盟校の登記競技者であること。  
   スタートは⼀一⻫斉スタートとし、下記のカテゴリーごとに順位付けを⾏行行う。  
               クラス１   ⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟登記選⼿手でクラス１の男⼦子競技者  
               クラス２   ⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟登記選⼿手でクラス 2の男⼦子競技者  
               クラス３   ⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟登記選⼿手でクラス 3の男⼦子競技者  
               ⼥女女⼦子         全ての⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟登記⼥女女⼦子競技者  
     
参加申込        

１．参加を希望する選⼿手はチーム（学校）単位で所定の様式にて１１⽉月２⽇日(⾦金金)までに⽇日本
学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟   jicf@remus.dti.ne.jp  宛に電しめるにて申し込むこと。  
参加費は 1名につき４，０００円とする。電⼦子メールの到着をもって正式エントリーの受領領
とするが、同⼀一の内容を郵送もしくはファクシミリにて⼤大会事務局宛期限内に送付すること。  
２。参加費の送⾦金金は下記銀⾏行行⼝口座振込みとする。送⾦金金名義⼈人については振込元に、⼤大会コー
ド「1202」を⼊入れ、チーム名または⽒氏名が分かるよう記⼊入すること。（例例：1202   ハコネ
ダイガク）  
   ⻑⾧長野県労働⾦金金庫（ろうきん）   諏訪湖⽀支店  
   普通⼝口座   ９６８７３９４   ⼝口座名   ⽇日本学⽣生⾃自転⾞車車競技連盟  
３．納⼊入した参加料料は理理由のいかんにかかわらず返却しない。正当な理理由なき⽋欠場者には参
加料料と同額のペナルティーを課すことがある。  
  

選⼿手受付   別途コミュニケで発表する受付場所に、指定時間内にライセンスを提⽰示してゼッケンを受け
取ること。  

賞典・賞品   レース終了了後に表彰式会場において各カテゴリー順位上位３名を表彰する。  
事故処置      競技中発⽣生した事故処理理は JCF 競技規則第 6条による。主催者にて応急処置の範囲の体制

は準備する。各選⼿手は健康保険証を持参すること。各⾃自にて第三者賠償保険・傷害保険加⼊入
のこと。  

競技規則      JCF 競技規則によるほか、⼤大会特別規則を別途定める。  
  
  

  
  
  



  
⼤大会特別規則  

  
第１条(競技)  
1. 指定トランスポンダを装着のこと。  
2. タイム計測は秒単位とする。  
3. フィニッシュ時に先頭から１０分以上遅れると⾒見見込まれる選⼿手、もしくは１０分後にスタート
する⼀一般部⾨門の先頭に追い抜かれると⾒見見込まれる選⼿手は原則として失格とする。失格者は収容
⾞車車に乗ること。（ただし⼥女女⼦子はこの限りでない。また収容⾞車車に乗りきれない場合は打ち切切り時間
より遅れての⾃自⼒力力⾛走⾏行行を認めるが、逆⾛走してスタート地点に戻ることは禁⽌止する）  

4. コース上での飲⾷食料料の飲⾷食料料補給は認めない。  
5. 主催者による共通器材⾞車車の追⾛走は無い。またコース上での地上チームスタッフによる器材修理理は認
めない。器材故障により⾛走⾏行行不不能となった場合は回収⾞車車に乗⾞車車のこと。  

  
第２条（降降坂）  
各レース後、審判の指⽰示があるまで絶対に降降坂しないこと。降降坂時は先導⾞車車両の後⽅方を⾛走⾏行行し、降降坂速
度度は 30KM/h 以内とする。これに従わない競技者は失格とする。  
  
第３条（その他）  
1．   クラス３で出⾛走した選⼿手数の上位５％は、本⼤大会終了了後クラス２に昇格する。  
2．   公道上を⾛走⾏行行可能な装備を義務付ける。ベル、後⽅方反射板もしくは反射テープは必須とする。  
  
注意事項  
１．   選⼿手駐⾞車車場は、後⽇日web 上コミュニケにより発表される指定駐⾞車車場を利利⽤用すること。  
  
２．   ウインド・ブレーカーやシューズ等、⼭山頂に輸送するサービスカーを利利⽤用する希望者は、各⾃自の
バック等にゼッケンＮｏ．を⼤大書し⽤用意のうえ、当⽇日スタート地点での指⽰示に従うこと。  
  
３．   ⼤大会要項は諸事情により変更更される場合があるので、JICF ウェブサイトを随時確認すること。  


